
除虫菊が見ごろでした

甘い！ 小さい！ 食べやすい！
尾道産デラウェアの初出荷

ミニベロツーリングフェス
in しまなみ海道

美木中学校と
台湾の中学校が交流

　因島重井町で、大型連休中に見ごろを迎えた除虫菊。
除虫菊は2年草のため、本来は2年毎にしか花が咲かない
のですが、畑の所有者や周りの人々の愛情によって毎年
美しい風景を見ることができます。
　また、5月3日・4日には因島フラワーセンターで「除虫
菊まつり」も行われ、除虫菊を使った線香手作り体験や
マルシェを楽しむ人でにぎわいました。

　小粒ブドウ「デラウェア」の出荷が木ノ庄町で始まりま
した。尾道のデラウェア栽培は昭和初期から始まり、今で
は広島県内生産量の9割を誇っています。この地区は昼夜
の寒暖差が大きく、ブドウ栽培に適しているそうです。
　今回、ハウス栽培分300kgを搬入した生産者の穏地さ
ん（74歳）に今年の出来具合を伺ったところ、「毎年いい
出来になるよう作ってます」と笑顔でした。

　今回で5回目のこのイベント。会場の瀬戸田サンセット
ビーチには、たくさんの自転車メーカー、飲食等の出店が
ありました。また今年は、主に関西圏から、JR西日本の
旅行ツアー客約400人も訪れ、しまなみ海道の風景と地
元の特産品を楽しんでいました。
　小さいミニベロ自転車が試乗し放題のイベントでしたが、
一番人気は電動アシスト付きでした。

　台湾金門縣中学校の生徒64人が来尾し、美木中学校
の生徒と交流しました。授業を一緒に受けたり、お互い
の文化を紹介し合ったりしました。生徒は「英語を使って
コミュニケーションができ、楽しかった。もっと話せるよ
うになりたい。」と終始笑顔でした。
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